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主効果（F (1,9046)= 68.179, p<.001；F (9, 9046)= 
3.820, p<.001）が有意であった。交互作用効果（F 
(9,9046)= 1.363, n.s.）は有意ではなかった。子の数、
世帯収入の効果もまた有意であった（F (1, 9046)= 
25.470, p<.001；F (1, 9046)= 6.331, p<.05）。具体的
には、子どもの数が多いほど期待は小さくなり、世帯
収入が多いほど期待は大きくなった。
　学年と性別ごとの平均値を図3に示す。それぞれに
ついて数値は小さいほど期待していることを示す。そ
のため、スポーツ参加による人間的成長を男児に対し
てより求めていることと、幼い時の方がよりスポーツ
参加による人間的成長を求めていることを示す（多重
比較によれば、小6が年中・年長・3歳児より有意に多
く、小4が3歳児より有意に多かった）。
　技術的成長についても同様に、性別・生まれ年の
主効果は有意であり（F (1, 9046)= 68.234, p<.001；
F (9, 9046)= 2.326, p<.05）、交互作用効果は有意
ではなかった（F (9, 9046)= 0.970, n.s .）。学年と性
別ごとの平均値を図4に示す。スポーツ参加による技
術的成長を男児に対してより求めていることと、年が
上がるにつれてスポーツ参加による技術的成長をよ
り求めることを示す（多重比較で小6と小2・年長・年
中の間で有意差が見られた）。なお、子の数、世帯収
入の効果もまた有意であった（F (1, 9046)= 51.208, 
p<.001；F (1, 9046)= 10.493, p<.01）。具体的には、

子どもの数が多いほど期待は小さく、世帯収入が多
いほど期待は大きかった。

母親本人の子ども時代の運動・スポーツ経験
　これについては、時期別に質問が設けられていた。
小学校入学前は1341名（13.0%）、小学生時代は3405
名（33.1%）にスポーツ系の習い事の経験があるが、中
学校時代（412名、4.0%）高校時代（222名、2.2%）に
経験がある者は少ない。全期間を通してスポーツ系の
習い事の経験が一度もない者は60.0%にのぼった。
　一方、学校での運動部経験率はより高く、小学
校時代で2766名（26.9%）、中学校時代で5378名
（52.2%）、高校時代で2521名（24.5%）が、経験が
あると答えた。全期間を通して運動部経験が一度も
ないと答えた者は約33.4%いた。なお、スポーツ系の
習い事も部活動もどちらも一度も経験がないとした
母親は、2492名（24.2％）であった。

スポーツ活動への参加量・子どものスポーツ活動へ
の積極的態度についての重回帰分析
　つぎに、どのような人が子どもにスポーツをたくさ
んやらせるかについて検討する。そのため、まず、ス
ポーツ活動の実施頻度合計について、子の性別（男
子が1、女児が2）、子の生まれ年、収入（数字が大き
いほど多い）、学歴（数字が大きいほど高い）、親の
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かかわり（数字が大きいほど多い）、母親のスポーツ
経験（1がなし、0があり）を予測変数に入れた重回帰
分析（強制投入法）を実施した注１。子どもの生まれ年
は分散分析においてはカテゴリカル変量として扱った
が、回帰分析においては量的変量として扱った。収入・
学歴については本来カテゴリカル変量ではあるが、
分布を確認したうえで量的変数とみなして分析に用い
た。子の性別及び母親のスポーツ経験はカテゴリカル
変量である。この際、スポーツ活動の頻度がゆがんだ
分布であったため標準化したうえで分析を行った。
　その結果、モデルはF(9,8910)= 305.042, p<.001で
有意であった（表6左）。男児で、子どもの年が大きい
ほど、世帯収入が多いほど、夫の学歴が高いほど、親
が一緒にスポーツに関係する活動をするほど、スポー
ツによる人間的成長を期待するほど、スポーツ活動の
頻度が多かった。また、母親のスポーツ系習い事経験
の有意な影響がみられ、家庭の子どもの数や技術的
成長の期待は関係していなかった。
　さらに、どのような人が子どもにスポーツに関して
積極的な態度を持つのかについて検討するため、ス
ポーツへの積極的態度(値が低いほど積極的)に対し
てスポーツ活動量と同様の予測変数を入れた重回帰
分析を実施した (表6右)。その結果モデルは有意であ
り（F (9,8910) =472.549, p<.001）、男児で、子どもの
年が小さいほど、世帯収入が多いほど、家族でスポー
ツのかかわりが多いほど、スポーツによる人間的成長
を期待し技術的成長を期待しないほど、母親自身に

スポーツ系習い事や部活動の経験があるほど、子ど
ものスポーツに対して積極的な態度を持っていた。ま
た、夫婦の学歴や子どもの数は関係していなかった。
　どちらについても、多重共線性の指標は十分に低
かった（VIF<1.5）。また、子どもの性別ごとに分析し
たが、生まれ年の効果が女児のみで一貫して見られた
こと以外は、パターンはほぼ同じであった。なお、子ど
ものスポーツへの積極的態度が強い者ほどスポーツ
頻度合計は高く（r=-.25, p< .001）、定期的に行うス
ポーツ数が多い（r=-.25, p< .001）という弱い有意な
関係が見られている。男女別で行っても相関係数の
値は同程度であった。

子どものスポーツの負担感
　子どものスポーツに関する負担感は、応援や手伝い
という肉体的な負担と経済的な負担に分けて問いが
立てられていた。因子分析の際は一つにまとまるとさ
れたこの2質問であるが、負担の種類が異なると考え
たため、別々に分析を行った。
　子どもがスポーツ活動を定期的に行っていると回
答した母親に対し、2種類の負担感それぞれを被予
測変数とし、子どもの年齢、親のかかわり、子どもの
運動・スポーツに対する親の期待、スポーツへの積
極的態度、スポーツの実施頻度、子どもの数、世帯収
入、母親のスポーツ系の習い事経験の有無、スポー
ツ系部活動経験の有無を予測変数とする重回帰分析
を、予備的分析において多少パターンが異なったため
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子どもの性別ごとに行った。初めに強制投入法を試
したところ、多重共線性の懸念があったことから、ス
テップワイズ法を採用した。
　表7に、応援や手伝いの負担感を被予測変数とし
た分析結果をまとめた。男児・女児共にモデルは有意
であった（F (4,2773) =23.307, p<.001；F (5,2031) 
=18.370, p<.001）。負担感は数字が小さいほど高い
ことを意味する。そのため、男児・女児共に、技術的
成長を期待するほど、母親の負担感は強かった。ま
た、男児についてのみ、スポーツに積極的態度を持た
ないほど、子どもが年上であるほど、スポーツによる人
間的成長を期待するほど、母親の負担感は強いとい
う有意な関係が見られた。一方女児についてのみ、世
帯収入が少ないほど、子どもの数が多いほど、母親の
負担感は強く、母親のスポーツ系部活動経験がない
ことが負担感を高めていた。なお、応援や手伝いの

負担感の平均は男児で2.51（SD=0.90）、女児で2.60
（SD=0.86）であった。
　つぎに、経済的な負担感を被予測変数とし同様
の分析を行った（表8）。その結果、男児・女児共にモ
デルは有意であった（F (7,2770) =16.830, p<.001；
F (4,2032) =27.080, p<.001）。男児・女児共に、経
済的な負担感には世帯年収が大きく影響しており、
それに加えて、技術的な成長への期待、子どもの学
年、世帯の子ども数が影響していた。男児に関しての
み、さらに、親のスポーツ的な関わりが少ないほど、
スポーツの合計頻度が多いほど、スポーツによる人
間的成長を期待するほど、経済的な負担感は大き
かった。なお、経済的な負担感の平均は男児で2.36
（SD=0.83）、女児で2.41（SD=0.83）であった。
　どちらの重回帰分析も多重共線性の指標は十分に
低かったが（VIF<1.5）、説明率はかなり低かった。
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が強いことを示すと解釈できる。
　本研究においてはさらにスポーツに何を期待してい
るかについて尋ねていた。全体的に、学校外の運動・
スポーツに対しては、スポーツによって人間的に成長
できるという期待と、スポーツの技術を成長させられ
る期待の2種類があった。スポーツによる人間的成長
の期待を持つほど、子のスポーツについて積極的な
態度を持ち、実際に子にスポーツ活動をさせる傾向
が認められた。一方、技術的成長への期待は子のス
ポーツ活動量とは相関が見られず、子のスポーツにつ
いて積極的な態度とは負の関係があった。本研究は
一度限りの横断的な調査であるため、因果関係を確
定することはできないが、学校外スポーツ活動にさま
ざま参加させることによってそのスポーツの技術では
なくて人間的な成長を見込めると考えるほど、子にス
ポーツをさせようとすると考えられる。
　母親本人にスポーツの習い事経験がある方が、な
い場合よりも、子のスポーツ活動量が高かった。これ
は、少年野球チームに所属する子どもたちを対象に
調査した石山・久崎（2012）において35％は親が野
球ないしソフトボール経験者で、他の競技も含めて
75％以上は親が以前にスポーツをしていたと答えてお
り、スポーツにおく価値観が継承されているという考
えを支持する。
　ただ、被予測変数として用いたスポーツ頻度の測定
方法の影響は否めない。本研究は大規模な学校外活
動に関する調査を二次分析したものであり、スポーツ
活動については個人的にやっているものも含めて頻
度を算出した。したがって、放課後友達と週に２、３
日サッカーをする場合とスクールやチームに入ってシ
ステマティックにサッカーをしている場合と数字上区
別できない。そのため数種類のスポーツを行っている
ということで合計頻度の数字が高い者の中に、親と
キャッチボールする、友達のプールに行くなど遊びの
中で短時間でさまざまな活動している者も含まれて
いた可能性があるが、このデータにおいては分離する
ことはできないという限界がある。活動頻度について
は回数だけではなく時間や活動密度も考慮した測定
方法を用いた検討が必要であろう。

子のスポーツ活動に関する負担感
　最後に、現在子がスポーツ活動を行っている母親の
みを取り出し、子のスポーツ活動に関する負担感を尋

考察

　スポーツの意義が唱えられている現代において、草
の根レベルからのジュニアスポーツの振興は必須と
言えよう。本研究は、どのような子どもが多く学校外
の運動・スポーツ活動を行っているのか考える際に、
子どもの年齢性別や世帯の子どもの数、世帯収入等
今まで言われてきた社会学的な要因に加えて、心理
学的な要因すなわちスポーツに対して親が持ってい
る期待も影響するのではないかと考え、ベネッセ教育
総合研究所が行った母親対象調査の二次分析により
検討を試みた。

スポーツ活動量とスポーツに対する積極的態度
　その結果、子の年齢、世帯収入、親の学歴、親が一
緒にスポーツに関係する活動をする程度がその子のス
ポーツ活動量を高めており、それに加えて、スポーツに
よって人間的に成長できるという期待がその子のスポー
ツ活動量を高めることが判明した。また、今後の学校外
スポーツ活動を予測する母親の子のスポーツへ積極的
な態度についても同様の検討を行ったところ、世帯収入
の多さ・スポーツによって人間的に成長できるという期
待の強さ・親のスポーツ的なかかわりの多さと正の関係
があり、スポーツの技術的成長の期待と母親の子のス
ポーツへ積極的な態度は負の関係が見られた。
　なお、女児よりも男児について、スポーツ活動量と
母親の子のスポーツへ積極的な態度が有意に大き
かった。これは、現代日本の風潮として男性において
スポーツに価値が置かれることの反映であり、男子生
徒の方が運動部加入率が高い等、年齢が上がっても
見られる現象である（文部科学省、2017）。
　子どもの年齢が高いほどスポーツをしていること
は、習い事は小学校低学年までは年が上がるほど増
えるものであるし、年が上に行ったほうが実地頻度も
増えるケースが多いということであろう。世帯収入が
多いほどスポーツ活動量やこのスポーツへの積極的
な態度が増えることも、スポーツを行うにはお金がか
かるため、金銭的な余裕がある方がどのような形であ
れ子にスポーツをさせられるということであろう。父
親の学歴の効果が世帯収入の効果に加えてスポーツ
活動の頻度について見られたが、これは、学歴が高い
方が、運動・スポーツが大事であるという認識やそも
そも子どもに様々な体験をさせようという教育熱心さ
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　また負担感に関するモデルの説明率はかなり低
かった。被予測変数が4件法であったために分散が小
さいこともその一因ではあろうが、このスポーツに関
する負担感は本調査で測定した変数ではとらえきれ
ているとは言えない。たとえば、母親の就業状況や家
事の分担度合い、子どもの活躍についての認知等複
合的に検討していく必要があるのではないか。
　本研究は、小学生以下の子どもの学校外でのス
ポーツ活動の実態と、母親の子どものスポーツ活動
に対する積極的態度についてどのような要因が関係
してくるかを、ベネッセが行った大規模調査を二次分
析することにより検討した。しかし親が子のスポーツ
に積極的になる背景には、親の要因だけではなく、子
どもの適性や活動場所の特徴なども関係してくるこ
とが考えられる。たとえば、子どもがそのスポーツに
適性がありどんどん活躍すれば、親もより積極的にサ
ポートをするようになるであろう（藤後・川田・井梅・
大橋、2017）。また、活動場所の種類も分けて考える
必要がある。たとえば、親と毎週テニスをすることと、
テニススクールで「習う」ことと、地域のテニスクラブ
で親も手伝いをしながら参加することでは、同じ週
1回のテニス実施であってもかなり様相が異なる。さ
らに、指導者がいる場合その指導方針や近年問題と
されるハラスメント経験の影響も考えることができる
（e.g., Stirling, 2013）。生涯スポーツという視点から
考えると子ども時代のスポーツ経験を良いものにする
ことはとても大切である。今後は、このような複雑な
要因を考えての検討が望まれよう。

ねた。その結果、まず、経済的な負担感は、予想通り世
帯年収が少ないほど大きく、技術的な成長を期待する
ほど、子どもの学年が大きいほど、世帯の子ども数が多
いほど大きかった。教育費にかけられる総額との比率
として考えれば納得できる結果である。男児について
のみスポーツの合計頻度が多いほど経済的な負担感
が高かったが、これは男児の場合スポーツへの価値が
強く外で習わせている傾向があるのかもしれない。
　一方、物理的肉体的負担感については、技術的成長を
期待するほど、母親の負担感は強かった。スポーツの活
動頻度は影響していなかった。活動頻度は、ボランティア
的なかかわりをするチームに参加させている場合も高い
が、家族で個人的に様 な々種目を行っている場合も高く
なりがちであるため、個人的にスポーツ活動を一緒にし
ていることに負担を感じている可能性がある。
　男児に関してのみ、スポーツによる人間的成長を
期待するほど、母親の肉体的負担感及び経済的な負
担感は大きかった。さらに、男児についてのみ、子ど
もが年上であるほど、母親の肉体的負担感は強く、ス
ポーツ活動頻度が多いほど、親のスポーツ的なかか
わりが少ないほど経済的な負担感が強かった。一方、
女児に関してのみ、年収が低いほど、子どもの数が多
いほど、母親に運動部経験がないほど、物理的負担
感が強い傾向が見られた。この性別による差に関して
は、参加しやすいスポーツの実施形態に性差がある
ことに起因すると解釈できる。女児の場合ボランティ
ア的なかかわりをするチームはバスケットボール（地
域によってはそれに加えてバレーボール）に限られる
ため参加が難しいが、男児の場合は野球・サッカー・
バスケットボールと選択肢が幅広い。小学生のスポー
ツ活動の場所の多くは民間の教室であるが（60％以
上）、地域ボランティアによる団体（9.3％）や個人の
教室、学校関係（放課後教室、部活動7.8％）、自治
体・公益法人の運営の教室（11.3％）も挙げられてい
る（ベネッセ教育研究所、2017）。つまり、同じような
頻度で子にスポーツをさせているとしても、身体的負
担感は少ないが経済的負担感が多い場所で行ってい
る層と、逆に身体的負担感が多いが経済的負担感は
少ない場所で行っている層に別れている可能性があ
る。つまり、いわゆる民間の教室とボランティア主体
の地域スポーツに分けた分析が必要であると考える
が、本調査はそのような調査設計ではなかったため、
今後の検討が求められよう。
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Factors determining the frequency of sports activities in children and mothers' 
positive attitudes toward these activities: Secondary analysis of a survey of mothers 
of children under twelve

Megumi M. OHASHI（Tokyo Future University）

Factors influencing the frequency of sports activities in children younger than elementary school age were 
investigated in a secondary analysis of the data from the large-scale survey conducted by the Benesse Institute of 
Education (2013). Mothers ( n = 10300) with children from 3 to 12 years age responded to a questionnaire on the 
type and frequency of children's sports activities, their expectations of children's exercise and sports (human growth, 
technical growth), and their attitudes toward children's sports, among others. The results indicated that children’
s age, household income, the frequency of parents’ engagement in sports-related activities, and the expectation of 
human growth through sports, and mothers’ experience of sports activities in her childhood increased the frequency 
of children’s sports activities. Moreover, boys engaged in sports more than girls. Furthermore, the positive attitudes 
of mothers regarding children's sports activities decreased by the expectation of technical growth through sports, 
while it increased by household income, expectations of human growth through sports, and high level of parental 
involvement in sports. Also, mothers of boys were significantly more positive about children's sports than mothers 
of girls.

Key Words : Pupils, after-school activities, expectation to sports, mother-child relationship

―2019.11.27 受稿 ,2020.1.28 受理―


